
言項目一覧表く別紙41と報告書く資料りのとおりである.
平成1 8年1 2月の検討会において-.このワーキンググループの報告を受け
て7承し.提言された項目の中で関係者が取り組めるところIま積極的に進める
ことを推奨したところであるが,その後の取組を含めていくつかの項目につい
て検討会の意鬼をまとめておく.

り 適正使用の一層の推進
.ワーキンググループでは血液製剤の適正使用に向けた取卿こ関して.先準
的な取組を行つている医療関係者からのヒアリングを実施したが.これまで
のガイドライン く指針Jの普及や病院内の輸血療法委員会の活動等に加え.

一輸血管理料の普及や都道府県単位め合同輸血療法委員会の活動等も適正使用
を進d,る上で効果的であると考えるo

特にアルブミン製剤については.現状においても適iE使用の一層の推進に

よって総供給量の削滅が必要と考えられるが.医療関係者への使如旨針の普
及や関連する文献情報の提供.患者へのインフオームドコンセント くI Cl.

の実施やその前後での十分な説明を行う羊となど.医療機関における組織的
な取組やそれを支援する関係各学会の活動等も重要と考える.

2I医療関係者に対する啓発,患者への情報提供
血渠分画製剤もヒトの血液から作られる血液製剤であり.適正使用の推進.

.安全性の向上,国内自給の推進等が図られているものであることについての
医療関係者の理解IL まだ十分とは言えないとの意見が多く出された.輸血
用血液製剤も同様であるが..献血から血液製剤が医療機関に供給され患者に
使用されるまでの流れの中セ.血焚分画製剤の製晶の特質.価格とコスト構
p造について,まず医療関係者が十分理解することが重要である.ま.た.これ

らについて患者への情報提供を充栗L.て必要な説明と同意くI CJを得てい
くことや.青少年.若年層を含め広く国民に対して様々な広報手段を活用し
て啓発していくことが重要と考える.

ワ-キシググルT-プからは.具体的方兼として.血液製剤への理解の促進

等に関する医療機関の組織的な取.組や.事例.の血集等を通じた輸血管理料の

普及啓乳合同輸血療法委員会を革用した地域毎の申臥 T C取得に際して

の説明内容のエ丸医療関係恵による患者へのわかりやすい情報提供等が示
さ.れている.これらに着実に由り組んでいくことが,適正使用の推進ととも
に国内自給の推進にもつながるもゐと期待されるo

.ワTキンググループの報告を受け.既に.日本輸血.細胞治療学会では血
渠分画製剤に関しての説明と同意くI Clを得る際のモデルを示.す活動を行
っており,また,国内献血由来製剤の製造4社は兵同してリーフレツトを作
成するなど,医療関係者に対する啓発や患者への情報提供を進めるための環
J境整備に取り組んでいるo病院内の輸血関係部門のみならず.病院の管理者,

主潜臥看護師.病院薬剤師.会計事務部門等,病院の組織的な取組に琴が
つていくことが重要であるo
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